
※ 客 席 は 、 前 後 左 右 を 空 け た 席 と 連 席 （ 前 後 左 右 を 空 け な い 席 ） の ブ ロ ッ ク を 設 け て お り ま す 。 今 後 の 状 況 次 第 で 変 更 す る 場 合 も ご ざ い ま す 。

※ 車 椅 子 を ご 利 用 の お 客 様 は 、 ヴ ォ ー ト ル ・ チ ケ ッ ト セ ン タ ー T E L ： 0 3- 5 3 5 5- 1 2 8 0 （ 平 日 1 0 時 ~ 1 8 時 ） ま で お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の た め 、 出 演 者 ・ ス タ ッ フ の 体 調 管 理 、 入 場 者 の 制 限 、 換 気 強 化 等 の 対 策 に 取 り 組 ん で お り ま す 。 ご 来 場 の お 客 様 に も 体 調 管 理 、 手 指 消 毒 、 マ ス ク 着 用 等 に ご 協

力 を お 願 い い た し ま す 。 な お 、 「 3 7. 5 ℃ 以 上 の 発 熱 、 咳 ・ 呼 吸 困 難 、 体 調 に 不 安 の あ る 方 」 、 「 マ ス ク を 着 用 さ れ な い 方 」 、 そ の 他 対 策 に ご 協 力 い た だ け な い 場 合 は 、 主 催 者 の 判 断 に よ り 入 場 を お

断 り い た し ま す 。 最 新 情 報 は 藝 大 ホ ー ム ペ ー ジ で ご 確 認 く だ さ い 。

東 京 藝 大

シ ン フ ォ ニ ー オ ー ケ ス ト ラ

管 弦 楽 ： 東 京 藝 大 シ ン フ ォ ニ ー オ ー ケ ス ト ラ
O r c h e st r a ： T o k y o G ei d ai S y m p h o n y O r c h e st r a

指 揮 ： 山 下 一 史
C o n d u ct o r ： K a z uf u mi Y a m a s hit a

J. ブ ラ ー ム ス ： 交 響 曲 第 ３ 番 ヘ 長 調 o p. 9 0
J o h a n n e s B r a h m s （ 1 8 3 3- 1 8 9 7 ） ： Si nf o ni e N r. 3 F- D u r o p. 9 0

R. シ ュ ト ラ ウ ス ： 交 響 詩 《 英 雄 の 生 涯 》 o p. 4 0
Ri c h a r d St r a u s s （ 1 8 6 4- 1 9 4 9 ） ： „ Ei n H el d e nl e b e n “ o p. 4 0

東 京 藝 術 大 学 奏 楽 堂東 京 藝 術 大 学 奏 楽 堂 ［ 大 学 構 内 ］

指 揮 ： 山 下 一 史
C o n d u ct o r ： K a z uf u mi Y a m a s hit a

◆ 問 合 わ せ 　 東 京 藝 術 大 学 演 奏 藝 術 セ ン タ ー 　 T E L: 0 5 0- 5 5 2 5- 2 3 0 0 　 　 ◆ 東 京 藝 術 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ 　 htt p s: / / w w w. g ei d ai. a c.j p

主 催 ｜ 東 京 藝 術 大 学 音 楽 学 部 ・ 東 京 藝 術 大 学 演 奏 藝 術 セ ン タ ー

○ 6 月 1 5 日 （ 水 ） 発 売 　 当 日 券 の 販 売 は ご ざ い ま せ ん

♢ ヴ ォ ー ト ル ・ チ ケ ッ ト セ ン タ ー  htt p: / /ti c k et. v ot r e. c o.j p 　 T E L ： 0 3- 5 3 5 5- 1 2 8 0 ／ 平 日 1 0: 0 0 ～ 1 8: 0 0

♢ チ ケ ッ ト ぴ あ 　 htt p s: / /t. pi a.j p 《 P コ ー ド ： 2 1 8- 7 9 3 》

♢ 東 京 文 化 会 館 チ ケ ッ ト サ ー ビ ス 　 htt p s: / / w w w.t- b u n k a.j p /ti c k et s

T E L ： 0 3- 5 6 8 5- 0 6 5 0 ／ 1 0: 0 0 ～ 1 8: 0 0 （ 休 館 日 を 除 く ） 　 店 頭 販 売 ： 1 0: 0 0 ～ 1 9: 0 0 （ 休 館 日 を 除 く ）

♢ イ ー プ ラ ス （ e + ） 　 htt p s: / / e pl u s.j p

♢ 藝 大 ア ー ト プ ラ ザ （ 店 頭 販 売 の み ）

T E L ： 0 5 0- 5 5 2 5- 2 1 0 2 ／ 1 1: 0 0 ～ 1 8: 0 0 （ 月 曜 休 、 他 不 定 休 日 を 除 く ）

※ 就 学 前 の お 子 様 の 同 伴 ・ 入 場 は で き ま せ ん の で 、 ご 了 承 く だ さ い 。 　

※ 当 日 券 の 販 売 は ご ざ い ま せ ん 。

※ ス ケ ジ ュ ー ル ・ 曲 目 ・ 出 演 者 等 は 都 合 に よ り 変 更 と な る 場 合 が あ り ま す の で 、 ご 了 承 く だ さ い 。

一  般 ￥ 1, 6 0 0

高 校 生 以 下 ￥ 5 0 0
※ 当 日 は 学 生 証 を お 持 ち く だ さ い 。
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プ ロ ム ナ ー ド ・ コ ン サ ー ト 1 5

K a z u f u mi Y a m a s hi t a ( C o n d u c t o r )

© ai u e d a

山 下  一 史 ( 指  揮 )

プ ロ ム ナ ー ド ・ コ ン サ ー ト 1 5

ご あ い さ つ

　 少 し ず つ で は あ り ま す が 、 本 学 で も あ る べ き 日 常 を 取 り 戻 す べ く 、 日 々 前 進 し て お り ま す 。 感 染 対 策 の 見 直 し を 進

め な が ら 、 今 回 の 演 奏 会 が 学 生 達 に と っ て 大 切 な 人 と の 繋 が り － ア ン サ ン ブ ル を 経 験 で き る 貴 重 な 場 と な る よ う に

願 っ て い ま す 。

　 プ ロ グ ラ ム 前 半 は 、 ブ ラ ー ム ス の 交 響 曲 第 3 番 を お 届 け し ま す 。 作 曲 者 は こ の 曲 の 表 題 性 に つ い て の 言 葉 は 残 し て

い ま せ ん が 、 初 演 を 指 揮 し た ハ ン ス ・ リ ヒ タ ー は こ の 曲 を 「 ブ ラ ー ム ス の 英 雄 ( 交 響 曲 ) だ 」 と 表 現 し た と 言 わ れ て い

ま す 。 第 3 楽 章 の 哀 愁 に 満 ち た 旋 律 は 映 画 「 ブ ラ ー ム ス は お 好 き 」 に も 使 わ れ た も の で 、 き っ と 皆 様 の 耳 に 残 る の で

は な い で し ょ う か 。

　 後 半 は リ ヒ ャ ル ト ・ シ ュ ト ラ ウ ス の 《 英 雄 の 生 涯 》 で す 。 こ の 曲 も 作 曲 者 自 身 は 「 そ れ ( 表 題 性 ) を 知 る 必 要 は な

い 」 と 言 っ て は い る も の の 、 よ り は っ き り と 表 題 性 を 読 み 取 る こ と が で き そ う で す 。 自 身 を 英 雄 に 見 立 て 、 壮 大 な 人

生 を 大 編 成 の オ ー ケ ス ト ラ を 駆 使 し つ つ 、 鮮 や か に 描 い て い き ま す 。

　 真 摯 な 音 楽 を 表 現 す る 山 下 一 史 先 生 の 指 揮 の も と 、 2 人 の 「 英 雄 」 に 挑 む 若 き オ ー ケ ス ト ラ に よ る 熱 演 を 是 非 お 楽

し み く だ さ い 。

　 　 　 　 　 三 界 秀 実 （ 東 京 藝 大 シ ン フ ォ ニ ー オ ー ケ ス ト ラ 運 営 副 委 員 長 ／ 音 楽 学 部 器 楽 科 准 教 授 ）

桐 朋 学 園 大 学 を 卒 業 後 、 ベ ル リ ン 芸 術 大 学 に 留 学 、 ニ コ ラ イ ・ マ ル コ 国 際 指 揮 者 コ ン ク ー ル で 優 勝 。 カ ラ ヤ ン が 亡 く な

る ま で 彼 の ア シ ス タ ン ト を 務 め る 。 そ の 後 ヘ ル シ ン ボ リ 響 首 席 客 演 指 揮 者 を 務 め た 。 日 本 国 内 で は N 響 を 指 揮 し て デ

ビ ュ ー 、 以 後 主 要 オ ー ケ ス ト ラ に 定 期 的 に 出 演 、 好 評 を 得 て い る 。 こ れ ま で に ア ン サ ン ブ ル 金 沢 プ リ ン シ パ ル ・ ゲ ス ト ・

コ ン ダ ク タ ー 、 九 響 常 任 指 揮 者 、 大 阪 音 大 ザ ・ カ レ ッ ジ ・ オ ペ ラ ハ ウ ス 管 常 任 指 揮 者 な ら び に 名 誉 指 揮 者 、 仙 台 フ ィ ル 指

揮 者 な ら び に 正 指 揮 者 を 歴 任 。 シ ュ ー マ ン 作 曲 歌 劇 《 ゲ ノ フ ェ ー フ ァ 》 日 本 舞 台 初 演 な ど 、 オ ペ ラ 、 オ ー ケ ス ト ラ の 両

面 に お い て ま す ま す 注 目 を 浴 び て い る 。 現 在 、 千 葉 交 響 楽 団 音 楽 監 督 と し て 、 「 お ら が 街 の オ ー ケ ス ト ラ 」 を キ ャ ッ チ

フ レ ー ズ に 定 期 か ら 音 楽 教 室 ま で 幅 広 く 活 動 を し て い る 。 東 京 藝 術 大 学 音 楽 学 部 指 揮 科 教 授 。 

東 京 藝 大 シ ン フ ォ ニ ー オ ー ケ ス ト ラ は 、 音 楽 学 部 の ２ ～ ４ 年 ま で の 弦 ・ 管 ・ 打 楽 器 専 攻 生 を 主 体 と し て 編 成 さ れ 、 古 典 か ら 現 代 ま で の オ ー ケ ス ト ラ

作 品 ( 管 弦 楽 曲 ・ 協 奏 曲 ・ オ ペ ラ 等 ) を 中 心 に 学 び 、 授 業 の 成 果 を 学 内 外 で 発 表 し て い る 。 こ れ ま で に 毎 年 行 わ れ る 伊 澤 修 二 記 念 音 楽 祭 や 日 本 国 際 賞

授 賞 式 記 念 演 奏 会 、 別 府 ア ル ゲ リ ッ チ 音 楽 祭 等 に 招 待 さ れ 高 い 評 価 を 得 て き た 。

ま た 、 近 年 で は 外 国 人 客 演 指 揮 者 を 迎 え て の 演 奏 会 も 積 極 的 に 行 い 、 こ れ ま で ネ ル ロ ・ サ ン テ ィ 、 ゲ ン ナ ジ ー ・ ロ ジ ェ ス ト ヴ ェ ン ス キ ー 、 ク ル ト ・

マ ズ ア 、 ハ ン ス = マ ル テ ィ ン ・ シ ュ ナ イ ト 、 ペ ー タ ー ・ チ ャ バ 、 ド ミ ト リ ー ・ シ ト コ ヴ ェ ツ キ ー 、 ジ ョ ル ト ・ ナ ジ 、 ダ グ ラ ス ・ ボ ス ト ッ ク の 各 氏 の ほ

か 、 多 数 の 共 演 を 果 た し た 。か 、 多 数 の 共 演 を 果 た し た 。

〒 1 1 0 - 8 7 1 4 　 東 京 都 台 東 区 上 野 公 園 1 2- 8

交 通 の ご 案 内

■ J R 上 野 駅 （ 公 園 口 ） ・ 鶯 谷 駅 （ 南 口 ） 、 東 京 メ ト ロ 千 代 田 線 根 津 駅 よ り 徒 歩 1 0 分

■ 京 成 線 京 成 上 野 駅 、 東 京 メ ト ロ 日 比 谷 線 ・ 銀 座 線 上 野 駅 よ り 徒 歩 1 5 分

※ 駐 車 場 は ご ざ い ま せ ん の で 、 お 車 で の ご 来 場 は ご 遠 慮 く だ さ い 。

東 京 藝 術 大 学 奏 楽 堂  ［ 大 学 構 内 ］

東 京 藝 大 シ ン フ ォ ニ ー オ ー ケ ス ト ラ
T o k y o G e i d a i S y m p h o n y O r c h e s t r a

マ ズ ア 、 ハ ン ス = マ ル テ ィ ン ・ シ ュ ナ イ ト 、 ペ ー タ ー ・ チ ャ バ 、 ド ミ ト リ ー ・ シ ト コ ヴ ェ ツ キ ー 、 ジ ョ ル ト ・ ナ ジ 、 ダ グ ラ ス ・ ボ ス ト ッ ク の 各 氏 の ほ

東 京 メ ト ロ 千 代 田 線 根 津 駅 よ り 徒 歩 1 0 分

東 京 メ ト ロ 日 比 谷 線 ・ 銀 座 線 上 野 駅 よ り 徒 歩 1 5 分
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